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春の全国火災予防運動
 

11

力強<1消防披水訓練


さる月�  15日の消防出初式で，

今年最初の放水訓練が行われました。� 

2(2 月 28 日 ~3月 13 日) 月号

町民のうごき

世帯数� 1，981・ 人口 男� 3，859 女� 4，050 計� 7，909 (昭和61年12月31日現在)

出生男�  4女� 5計9・死亡男�  5女� 2計� 7・転入男�  6女� 7・計13・転出男�  7女 計18(昭和61年12月中)

広報かつうら� 2月号=200・昭和62年� 2月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ� (08854)2 -2511 (向
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第200号 iJ Jコ つ ら 昭和62年� 2月� 1日 (2) 

さる� 1月15日，勝浦中学校グラウ

ンドにおいて消防出初式が行われ，

永年町の防災に尽くされた方々が表

彰されました。今回，わが町の消防

団について特集してみました。

自
然
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
人
聞

の
力
は
弱
い
。
し
か
し
火
災
の
よ

う
な
、
人
為
的
な
災
害
は
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
火

災
は
、
人
聞
の
不
注
意
か
ら
お
こ

り
ま
す
。
ひ
と
た
び
火
災
が
お
こ

る
と
大
き
な
損
害
と
な
り
、
人
生

を
破
滅
さ
せ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
自
然
の
災
害
や
、
火
災
に
対

処
す
る
に
は
、
個
人
の
力
で
は
不

可
能
で
す
。
こ
の
火
災
を
防
ぎ
、

ま
た
、
点
火
を
最
小
限
の
被
害
に

H

お
さ
え
る
た
め
消
防
団
は
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

で
は
、
わ
が
町
の
消
防
団
は
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
き
た
の
で
し

ょ
う
か
。
消
跡
団
の
沿
革
を
お
っ

生
比
奈
村
消
防
組

組
織
的
な
消
防
組
め
発
生
は
、

生
比
奈
村
発
足
ま
も
な
く
の
明
治

二
十
三
年
西
生
名
に
十
字
社
が
、

民
間
消
防
組
と
し
て
組
織
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
消
防
組
の
成
立
も
な
く

す
ぎ
、
明
治
末
期
に
全
県
的
な
消

ー ーιJ¥

にー

第2介団長

朔 章一

第3介団長

桂木 茂

防
組
設
置
め
動
き
に
伴
い
消
防
組

が
続
々
と
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の

動
き
は
、
災
害
か
個
人
の
力
や
好

意
に
よ
る
隣
人
の
協
力
の
み
で
は

防
さ
き
れ
ず
、
組
織
的
協
力
に
よ

っ
て
防
ぎ
た
い
と
の
要
望
か
ら
く

る
自
治
意
識
が
、
大
き
く
存
存
し
て

い
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
消
防
は

民
聞
の
自
治
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
消
防
組
は
、
い
ず
れ

も
地
区
単
位
の
私
設
消
防
組
で
あ

り
、
そ
の
力
は
弱
い
も
の
で
し
た
。

明
治
四
十
二
年
谷
田
平
吉
氏
、
王

唱
で
、
こ
れ
ら
の
消
防
組
が
叫
合

さ
れ
、
連
合
会
が
組
織
さ
れ
ま
し

h
J

も

こ
れ
は
、
大
き
な
前
進
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
連
合
会
も
私

訟
の
た
め
消
防
用
具
も
笠
わ
ず
、

機
動
力
を
持
つ
た
め
に
は
、
公
設

の
消
防
組
に
改
組
す
る
こ
と
肋
併

要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治

九
年
三
月
十
日
村
会
で
、
公
設
消

防
組
設
置
の
件
が
可
決
さ
れ
、
四

月
十
六
日
公
設
の
消
防
組
と
し
て
、

H

八
部
三
百
三
十
六
人
で
、
初
代
組

頭
に
谷
田
平
吉
氏
が
就
き
、
生
比

奈
消
防
組
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
戦
争
の
影
響
も
あ
り
、

笹
防
団
令
の
公
布
に
よ
り
昭
和
十

四
年
四
月
一
日
生
比
奈
箸
防
団
と

改
組
し
、
昭
和
二
十
二
年
八
月
一

日
に
再
び
、
生
比
奈
消
防
団
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

横
瀬
町
消
防
組

棚
野
村

・
横
瀬
町
に
お
い
て
も

消
防
組

・
警
防
団
の
沿
革
は
、
生

比
奈
村
の
そ
れ
と
大
同
小
異
で
、

明
治
末
期
に
な
っ
て
、
私
設
の
消

防
組
が
明
治
三
十
八
年
の
い
ろ
は

組
を
先
頭
に
続
々
と
誕
生
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
九
年
一
月

十
六
日
に
六
組
五
百
人
で
横
瀬
町

公
設
消
防
組
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
笹
防
団
に
つ
い
て
も
、


生
比
奈
村
と
同
様
に
昭
和
十
四
年


三
月
二
十
五
日
に
結
成
さ
れ
、
昭


和
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
に
警


防
団
が
廃
止
さ
れ
横
瀬
町
消
防
団


が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

H
勝
浦
町
消
防
団


こ
の
よ
う
に
生
比
奈
村
、
横
瀬


H

町
消
防
団
が
結
成
さ
れ
防
火
防
水

H H
第4介団長

上田 善一
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つ ら 第200号ずコ7J込(3) 昭和62年� 2月� 1日� 

消防団の中核

本団役員の方々

‘写真左から

森内副団長

山 下 団長

谷 副 団長

関東副団長

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和

二
十
五
年
の
ジ
エ
|
ン
・
キ
ジ
ヤ

両
台
風
に
際
し
て
は
、
人
命
救
助

な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
二
年
三

月
二
十
二
日
間
消
防
団
は
、
勝
浦

町
の
発
足
に
伴
い
、
現
在
の
勝
浦

町
消
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
設
置
さ
れ
た
勝
浦
町
消

防
団
は
、
十
四
分
団
、
四
百
六
十

六
名
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
昭
和
四
十
三
年
一
月
に
は
一
挙

に
三
分
固
定
員
二
百
十
二
人
と
な

り
、
定
員
を
減
ら
し
機
動
力
を
は

か
り
、
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
、

昼
間
の
手
薄
を
補
、 
7
た
め
町
職
員

十
名
の
消
防
機
動
隊
が
設
け
ら
れ
、

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
一
日
に
九

分
団
、
定
員
二
百
四
十
名
に
変
更

回
、
手
引
動
カ
の
部
に
星
谷
分
団

が
出
場
、
坂
本
分
団
は
二
位
。

昭
和
三
十
四
年
度

徳
島
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

で
与
川
内
、
横
瀬
分
団
が
各

三
位。昭

和
四
十
七
年
度

徳
島
県
消
防
操
法
大
会
で
第

二
分
団 

(与
川
内 
)
優
勝
、

全
国
大
会
へ
出
場
。

こ
の
よ
う
に
消
防
団
は
長

い
歴
史
の
中
、
住
民
の
自
治

意
識
の
中
で
育
て
ら
れ
、
自

ら
の
町
を
自
ら
の
協
力
に
よ

り
守
ろ
う
と
い
う
考
え
で
作

ら
れ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
わ
が
町
を
守
っ
て

〈
れ
る
消
防
団
員
の
方
々
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
の
気
持
を

昭
和
六
十
二
年

表
彰
状
・
感
謝
状
授
与
者

。
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
賞

泉
原
徹
(
第
二
分
団
)

精

績

賞

椎
平
重
信
(
第
一
分

団
)・
朔
章
一 

(第
二
分
団 
)・東
山
庚 

(第
六
分
団
)・岩
田
強 
(第
八
分
団
) 

ル
ー
ル
小
々
合

外
知
川

官
午 

閃

d
f

m

O
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

大
亀
清
(第
一
分
団
)・
森
川
和

幸
(第
二
分
団 
)・
桂
木
茂 
(第
三
分

団
)・羽
瀬
仁
司 
(第
四
分
団
)・大
川

利
介
(
第
五
分
団 
)・
前
回
道
夫 
(第

六
分
団 
)・
白
草
敏
治
(
第
七
分
団 
)・

谷
脇
恒
雄 
(第
八
分
団 
)
・
河
内
優

(
第
九
分
団 
)
・宮
浦
富
雄
(
機
動
隊
)

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

福
良
猛
(
第
一
分
団
)
・
東
保
祥

一一
(第
二
分
団 
)・
新
開
裕
(
第
三

分
団
)・
柿
原
俊
蔵
(第
四
分
団 
)・

尉
松
毅 
(第
五
分
団 
)・
前
野
芳
夫 

O(第
六
分
団
)
・
野
上
重
樹 
(第
七

分
団 
)・
只
平
和
博
(第
八
分
団
)・

仁
木
正 
(第
九
分
団
)・
倉
坪
泰
幸 

(機
動
隊 
)

ー¥

表
わ
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
自
ら

が
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
気

を
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

119番への通報は落ち着いて正確に

もし，火事を出してしまつだら.白書量し疋ら.. 。現在では.� 

119番通報ガ消防機関にとって火事を知る愚も箆喪怠ものと芯

(資
料

・
勝
浦
町
史 
) 

:っているのです。

消火活動や毅急活勧は.1分.1砂をあらそう時間との勝負。

:、、正しい通報、ガ.迅速的確忍消防活動につ主主ガります。注恵点� :

:をあげると.

①住所.EI療をわかりやすく。

②あ芯たの名前と型電信番号。

③消防i系の、 わ力りまし芝、、を確認してから切る。

以上ガ要領ですガ.とっさの時にあわてずに要領を伝えられ� ;

:るようメモを電話器の近く!こはっておくはどゆガけて下さい。

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状
授
与

杉
本
吉
男

・
菅
内
正
男

・
北
峰


三
紀
夫
(第

一
分
団
)・
宮
本
克
久


坂
部
文
彦
(第
二
分
団
)・清
水
文


明
・
岡
義
則
(
第
三
分
団
)
・
大
川


利
介
・
岡
本
孝
敏
(
第
五
分
団
)
・


東
山
腐
・
田
中
潤
・地
行
康
博
(
第


六
分
団
)・押
田
義
博
・野
上
重
樹
・


小
林
保
典
・

成
田
好
夫
・
戸
村
博


美
(第
七
分
団
)・
岩
田
強

・
唐
渡


淳

一
・
田
中
正
宏 
(第
八
分
団 
)・


西
野
菊
男
・
毎
木
進

・
東
係
正

一
 

(第
九
分
団
)・前
田
晃
司
(
機
動
隊 
)
 

O

4FEllvh~

さ
れ
現
在
の
消
防
団
と
な
り

。

中 

消
防
団
の
防
火
防
水
に
対

す
る
活
躍
は
一言
、
つ
に
及
ば
ず
、

本
町
消
防
団
は
操
法
大
会
で

も
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い

ま
す
。

昭
和
三
+
二
年
度


第

一
回
徳
島
県
消
防
ポ

ン
プ


操
法
競
技
会
可
搬
式
動
力
ポ


ン
プ
の
部
に
お
い
て
優
勝
。


昭
和
三
十
三
年
度

四
国
四
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
に
、
可
搬
式
坂
本
分

MUS04
スタンプ
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昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
て
き
た
水
田
利
用
再
編
対
策
事

業
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
毎
年
度
目
標
を
達
成
し
つ

つ
昭
和
六
十
一
年
度
で
終
了
し
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
米
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
生
産
力
が
需
要
を
大

幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
稲
作
を
は

じ
め
と
す
る
土
地
利
用
型
農
業
の

生
産
性
は
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
昭
和

六
十
二
年
度
か
ら
は
、
六
か
年
の

期
間
を
も
っ
て
水
田
農
業
確
立
対

策
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

以
下
新
し
い
対
策
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

-
水
田
農
業
確
立
対
策
の
発
足

十
五
年
前
か
ら
お
米
の
供
給
か

過
剰
に
な
り
、
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
は

ま
す
ま
す
拡
大
す
る
と
予
想
さ
れ
、

転
作
の
拡
大
と
定
着
化
が
何
よ
り

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
稲
作
経
営
は
、
栽
培

技
術
が
安
定
し
て
お
り
、
水
田
は
、

連
作
障
害
回
避
の
上
で
有
効
で
あ

り
、
ま
た
、
治
山
治
水
等
国
土
保

全
上
も
、
森
林
と
並
ん
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
水
田
と
い
う
農
地
は
、

今
後
と
も
維
持
し
な
が
ら
、
水
田

を
稲
作
単
作
経
営
の
場
と
し
て
の

み
で
な
く
、
稲
作
と
麦

・
大
豆

・

飼
料
作
物
や
園
芸
作
物
と
の
輪
作

農
法
に
よ
る
複
合
経
営
の
場
と
し

て
、
高
度
に
効
率
的
に
利
用
し
て

い
く
こ
と
が
、
わ
が
国
農
業
の
将

来
展
望
を
ひ
ら
く
上
で
、
不
可
欠

で
す
。

今
後
、
お
米
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

の
拡
大
と
転
作
作
物
の
振
興
や
、

需
要
の
増
大
す
る
作
物
、
自
給
率

の
低
い
作
物
の
生
産
の
増
大
に
よ

っ
て
、
日
本
農
業
に
占
め
る
お
米

の
比
重
は
ま
す
ま
す
低
下
し
て
ゆ

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
地
域
農
業
の
発
展
を

図
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
稲
作
中
心
の
経
営
構
造
か
ら

脱
却
し
、
地
域
輪
作
曲
股
法
を
確
立

し
、
お
米
以
外
の
作
物
に
よ
る
所

得
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す。

こ
の
よ
う
な
水
悶
の
複
合
利
用

に
よ
る
新
し
い
農
業
経
営
の
姿
を
、

水
田
農
業
と
呼
び
、
お
米
の
生
産

を
調
整
す
る
と
い
う
消
極
的
な
対

策
で
は
な
く
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
、
高
度
な
水
田
農
業
の
確
立

を
図
り
、
地
域
農
業
の
浮
上
を
目

指
す
と
い
う
趣
旨
か
ら
水
田
農
業

確
立
対
策
は
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
水
田
農
業
確
立
対
策
の
四
つ
の

視
点

こ
の
対
策
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
に
沿
っ
て
四
つ
の
視
点
を
も
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
に
は
、
転
作
作
物
と
稲
作

を
通
じ
た
水
田
農
業
全
体
と
し
て

の
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

す
。麦

・
大
豆

・
稲
作
等
の
土
地
利

用
型
作
物
は
、
内
外
価
格
差
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
国
際
穀
物
需

給
の
緩
和
や
円
高
等
に
よ
り
、
こ

の
較
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
国
民

の
関
心
を
集
め
、
農
業
批
判
の
原

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
対
策
で
は
、
転

作

・
稲
作
と
も
に
農
地
の
流
動
化

を
通
じ
て
規
模
拡
大
や
担
い
手
を

中
心
と
し
た
生
産
組
織
の
育
成
を

進
め
、
水
田
農
業
全
体
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
水
凹
利
用
の
高
度

化
を
図
る
た
め
、
転
作
作
物
と
稲

作
と
の
合
理
的
・
体
系
的
な
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
地
妓
輪
作
曲
辰
法
を

確
立
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
水
田
の
高
度

な
複
合
利
用
を
目
的
と
す
る
農
業

経
営
手
法
の
確
立
、
地
域
ぐ
る
み

で
の
営
農
計
画
の
策
定
、
農
業
技

術
の
開
発
、
普
及
の
推
進
等
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

第
三
に
は
、
お
米
は
今
後
ま
す

ま
す
拡
大
す
る
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
に

応
じ
て
、
必
要
量
の
み
を
計
画
的

に
生
産
す
る
こ
と
で
す
。

お
米
の
消
費
拡
大
に
は
、
従
来

‘
v 

•
.(.l II~ ，;1. 

，'/1� 11. 

1';'，'11
:' 

か
ら
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
お
米
の
消
費
量
は
、

な
お
引
続
き
減
少
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
稲
作
生
産
技
術
の
向
上

や
基
盤
強
備
の
進
展
、
さ
ら
に
将

来
的
に
は
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
実
用
化
等
に
よ
り
、
お
米
の
生

産
力
は
一
層
高
水
準
に
な
っ
て
ゆ

く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
お
米
の
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
は
将
来
に
わ
た
っ
て
一
層
拡

大
し
、
食
管
制
度
の
維
持
と
米
価

の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
従
来
以

上
の
お
米
の
需
給
調
整
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

第
四
に
は
、
水
田
農
業
確
立
対

策
を
、
生
産
者

・
生
産
者
団
体
の

主
体
的
責
任
を
も
っ
た
取
組
み
を

基
礎
に
、
生
産
者
団
体
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、
総
力
を
あ
げ
て

推
進
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
転
作
は
行
政
、
再
選
叶

に
よ
る
「
上
か
ら
の
転
作
」
と
い

う
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
生
産
者

の
大
勢
は
こ
れ
に
協
力
は
し
て
き

た
も
の
の
、
本
来
の
あ
る
べ
き
姿

で
あ
る
「
需
給
均
衡
は
生
産
者
自

ら
の
問
題
で
あ
る
」
と
受
け
と
め

て
「
主
体
的
に
取
り
組
む
」
と
い

う
姿
勢
が
よ
り
一
層
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
お
米
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
行
政
の
み
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(5) 昭和62年 2月 1日 カミ J フ フ ら 第200号

1.

昭和61年度 すごま傾の発�  lit プ体実体者に�  
o 協す注確揮来もラ制態的、依

(I表)第 3期対策の奨励補助金� (107フー1[，当Eり伺)�  力 。 し立し以ちスをにに生存
を農てにて上ろで作即取産す
切家い向体 ピん ありしり者る
にのきけ質�  t也、 る上 た組 固め
お皆たての崎行とげ体む体で
願さい、強弐政考て質方がは
、んと行い�  νノとえいのが自な
いの考政水独しらく強、主〈

え努回向てれ上い地的
し 理 て 力 農 性 も ま で 営 城 、 生
ま解いを業を、て、農の主産�  

:出等目標面積�  : 

32.7ha内訳� |生比奈震協19.5同� 

(S61報14.8ha)I勝浦町農協13.2同

i・事前売渡申込限度叡量(内示
昭和61年� ¥ 、

ーー、、

; うるち米� 65，520kg 180，940kg I 

(別表)徳島県の最低賃金 
地域別最低賃金

最低賃金件名 | 最低 賃金額�  

徳島県I 310向 時間� 414円)1日 3，� (11

上産業別最低賃金

昭和62年度
(II表)水田j農業確立助成補助金の体系と水準(平均)

区 分

出 位 〈平向/10a)

基本額 加 陣 額� 

① 
主産時間②上~皿' 絶滅堂③寝泊費

一般作物�  
(愛犬豆飼料開)
花き，てんさい宅

20 

(時「� 
10 

永年佳作物等� 

(蜘 こうぞ醐)
姻.柿抱襲魚泡宅

25 

(時暢) 
10 

特例作物�  

(野菜ーだ� l<tこ寄〉

7 

(智「 
5 

水田預 託�  7 

土処政良通年施行
〈うち特8'.周座雪胞帯〕� 

フ

191 

の
と
お
り
で
す
。

j もち米� 930kg I 1，260kg I 

日� 66，450嶋 市)

H

最低賃金件名 最低賃金額 実施年月日

食料品製造業�  
1日 3，874円� ( 1時間� 485円� ) 
1日 3，333円� ( 1時間J 417問)

61.12.29 

繊維産業�  
1日 3，605円� ( 1 1時間� 451問� ) 
1日 3，321円� ( 11時間� 416円� )

1/ 

木材・木製品・家具� 
等 製 造 業 �  

1日 3，913円� ( 1 1時間� 4901司)� 
1日 3，435円� ( 11時間J 430円)

/1 

出版 ・ 印刷�  
同関連産業

1日� 3，773円� ( 1 1時間� 472同)� /1 

窯業 ・土石製�  
品 製 造 業

1日 4，031円� ( 1 1時Wl 504円)� /1 

機械 ・金属製品� 
等 製 造 業 �  

1日� 3，912円� ( 1 時間� 489同)� 
1日� 3，573円� ( 1 時間� 447円)

/1 

自動車整備業�  1日 3，783同� ( 1時間� 473円� ) /1 

卸売業 ・小売業� 

飲 食� J苫

l日 3，731円� ( 1 1時間� 467円� ) 

i白 証，� 385両� ( 1時間似円L1 
11 

守
ら
れ
て
い
ま
す
か

最
低
賃
金

奨
励
金 

(
表
)
に
代
え
、
生
産

性
の
向
上
や
輪
作
曲
肱
法
の
確
立
に

主
眼
を
お
い
て
、
そ
の
た
め
の
生

産
者
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
助

成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
た

に
水
田
農
業
確
立
助
成
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し
た
。

I

助
成
金
の
体
系
と
水
準
は
別
表

作
物
区
分
は
、
三
区
分
に
簡
素

化
す
る

一
方
、
単
価
は
、
基
本
額

と
比
較
し
て
、
加
算
額
の
比
重
が

高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

水
田
農
業
確
立
助
成
補
助
金

こ
れ
ま
で
の
転
作
を
重
視
し
た

(
注
)
第む。
3
期
に
お
け
る
京
年
性
作
物
巳
ほ
、
伝
換
姐
で
の
忠
作
を
含

地
威
特
産
作
物
加
算
に
つ
い
て
は
「
ク
ワ
イ
し
を
取
り
入
れ
る
。 

~j乍定着化 J佳進加算
基本額区 分

第� 2 種加算

44，000~年性作物転

(乍
36，000 {官特 定 物

奨

励 21，000一 般作物等�  
禍

ot也叡特産作物加算助� 
今昂砲のみ10，000野 菜� 16，000金

管 理 霊長作 軍主 {乍 21，000 

奨 励 崎町金 保全管理� 16，000 


エ地日R良通年施行持者間金
 16，000 

... 

(
注
〕
②
及
び
③
の
泊
貨
の
内
容
は
次
の
と
あ
り
で
あ
る
。

②

生

産
性
向
上
等
加
算

生
産
続
慢
の
肥
大
、
笠
産
の
組
織
化
、
転
作
田
の
団
胞
化
、

産
地
形
成
等
を
誘
導
す
る
も
の

③
地
鼠
営
費
加
算

農
協
等
ガ
中
山
と
怠
っ
て
地
鼠
の
水
田
農
業
確
立
を
計
画
的

に
鮭
進
す
る
も
の

減
聖
護
収
種
置
の
区
分
に
よ
り
塁
本
額
は
増
減
す
る
の
で
本
町
の

岨
暗
合
は
、
主
配
表
の

2m減
ぐ
ら
い
と
見
込
晋
れ
る
。 

徳
島
県
の
最
低
賃
金
が
、
別
表

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
別
最
低
賃
金
」
は
、
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

食
料
品
製
造
業
な
ど
八
つ
の
産


業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
産
業
別


最
低
賃
金
」
と
「
地
域
別
最
低
賃

徳
島
労
働
基
準
局
賃
金
課


金
」
が
同
時
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

八
八
六 
1
五一一 

九
一
四
一


こ
の
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
か
高
い

徳
島
労
働
基
準
監
督
署


額
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

八
八
六 

二一一
 

八
一
三
八


ま
た
、
産
業
に
よ
っ
て
は
、
軽

O O

l

l l

作
業
等
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、

下
段
の
最
低
賃
金
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
徳
島
労
働

基
準
局
賃
金
課
ま
た
は
、
徳
島
労

働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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U
U

一一

終
日
に
逆
転
・
印
位
を
確
保
札 

J

J

E

徳
島
県
大
会
ま
で
お
む
別
白
川
バ

l

三
回
徳
島
駅
伝
は
、
一
月
四
日
か

ら
雪
と
寒
風
の
吹
く
中
、
熱
戦
を

展
開
し
数
々
の
名
場
面
を
残
し
て

l

第200号 カミ Jコ つ ら 昭和62年 2月 l日 (6) 

三
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

初
日
と
第
二
日
目
の
総
合
成
績

が
、
十
一
位
、
上
位
チ 

ム
と
三

分
差
(
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
で

む
か
え
た
最
終
日
、
勝
浦
郡
チ
ー

ム
は
全
選
手
が
持
て
る
力
を
す
べ

て
出
し
き
り
、
那
賀
郡
を
追
い
抜

き
、
逆
転
の
十
位
を
獲
保
し
ま
し

た
。
今
回
は
特
に
中
高
生
の
健
闘

が
多
く
見
ら
れ
、
将
来
は
上
位
入

賞
を
十
分
に
ね
ら
え
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、


今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ


い
ま
し
た
関
係
者
の
か
た
が
た
は


じ
め
、
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た


町
民
の
皆
様
に、

厚
く
お
礼
申
し


上
げ
ま
す
。


ま
た
、
今
大
会
に
お
い
て
次
の


方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。


県
表
彰
+
年
選
手
表
彰


中
村
孝
太
郎

・
松

下

義

和

郡
表
彰
ニ
ュ 

バ
ラ
ン
ス
賞

新

聞

直

樹

(敬
称
略
)

新
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
三
十

ドト
 
l

l 

禁|金老入� 
が人昭J

J
J
P
1

-

J

宇事
-
ず 

」

u白� 
m; 変保和

日日

長|辰| 三| ? ? 雇空1E

、

一 一一一Eわ 健 六
日かか円安士

-
2
2

昨

♂

い

ぷ
徳
島
駅
伝
大
会
 

一
二
日
円
一
一
一
川
中
州
市
以
!
刈li

1
t

f
h
k最

一 

Ll

Mド
ド
ル
ド
ド

二|度 四 か三 八 四|、京円
叩 |撤百←月百百←百| 二2 
|竪円 盤円円 円| 部日

担� 1::><.. 負か

金L ー ら

変
わ
り
ま
し
だ

老
人
保
健
一
部
負
担
金
ガ

第
三
十
五
回
全
国
か
ん
さ
つ
研

究
大
会
は
、
本
年
九
月
三
日
、
四

日
に
徳
島
県
で
開
催
さ
れ
、
四
日

の
現
地
視
察
地
と
し
て
、
中
角
地

区
と
果
樹
試
験
場
周
辺
に
全
国
各

地
か
ら
来
町
さ
れ
樹
園
地
の
視
察

が
行
わ
れ
ま
す
。

視
察
地
と
な
っ
た
岡
地
区
た
け

で
な
く
、
か
ん
き
つ
栽
培
者
の
す

に
つ
い
て
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
権
が
あ
り
、
か
っ
、
当
該
年

度
分
の
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
は
、
従
来
ど
お
り
三

百
円

(
二
か
月
限
度
)
と
な
り
ま

す
の
で
、
住
民
福
祉
課
ま
で
印
鑑

を
ご
持
参
の
?
ぇ
、
申
請
に
来
て

く
だ
さ
い
。
申
請
を
し
な
け
れ
ば

資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。※
老
人
医
療
費
が
大
幅
に
増
、
え
て

い
ま
す
。
集
団
検
診
等
を
進
ん
で

受
け
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

そ
し
て
適
度
の
運
動
を
し
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
、
っ
。

第
お
回
全
国
か
ん
き
つ
研
究
会


べ
て
の
方
々
に

「自
分
の
園
地
を

見
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
、
作
業
会
』
す
す
め
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
を
掲
載
し
ま
す
。

一
、
土
凄
改
良

①
山
野
草
:
堆
き
ゅ
う
肥
・

鶏

フ
ン
の
大
量
投
入

「
こ
ん
な
こ
と
今
か
ら
や
っ

て
も
遅
い
」
等
と
あ
き
ら
め
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
山
野
草
の
大

量
投
入
や
堆
き
ゅ
う
肥
、
鶏
フ

ン
を
こ
の
時
期
に
施
用
す
る
こ

と
は
、
夏
場
の
乾
燥
予
防
、
雑
草

の
発
生
抑
制
化
等
肥
料
の
「
肥

も
ち
」
を
良
く
す
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
ま
た
、
雑
草
の
発
生
が

あ
っ
て
も
抜
き
取
り
が
非
常
に

容
易
に
な
り
ま
す
。
数
年
後
に

は
『
土
が
肥
え
た
」
状
態
に
な

り
み
か
ん
の
生
活
環
境
が
良
く

な
り
、
し
た
が
っ
て
樹
勢
が
旺

践
に
な
り
収
量
の
増
加
に
つ
な

が
り
ま
す
。
と
に
か
く
大
急
ぎ

で
園
の
周
固
め
雑
木
や
草
を
刈

り
、
大
そ
う
じ
め
意
味
を
含
め

て
有
機
物
を
投
入
し
て
下
さ
い
。

②
改
良
資
材
の
施
用

苦
土
石
灰
や
溶
リ
ン
等
の
施

用
を
行
い
ま
す
。
本
来
な
ら
土

壌
調
査
に
基
づ
き
施
用
量
を
決

定
す
る
の
が
本
当
で
す
が
、
と

り
あ
、
え
ず
一 

0
ア
ー
ル
当
り
十

袋
は
必
要
で
す
の
で
、
第

一
回

自
の
春
肥
に
先
立
ち
早
く
施
用

を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

※
改
良
資
材
施
用
後

一
1
二
固
め

降
雨
を
待
ち
、
そ
の
後
第
一
回

目
の
春
肥
を
施
用
す
る
の
が
理

想
で
す
。

ニ
、
春
肥
め
準
備

今
年
は
、
表
年
(
豊
作
年
)

に
あ
た
り
ま
す
。
今
月
下
旬
頃

に
は
第
一
回
目
の
春
肥
の
施
用

時
期
と
な
り
ま
す
の
で
、
肥
料

の
注
文
等
早
目
に
手
配
を
し
て

下
さ
い
。

往
年
の
昭
和
三
十
年
代
の
施

用
量
に
戻
せ
と
ま
で
は
申
し
ま

せ
ん
が
、
最
近
施
肥
量
の
少
な

い
闘
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
正

確
な
面
積
を
知
り
、
植
付
け
本

数
、
樹
齢
、
収
量
等
を
勘
案
し
施

用
量
を
決
定
し
ま
す
。
今
ま
で

の
惰
性
で
な
く
、
科
学
的
計
算

に
基
づ
い
た
施
用
量
を
決
定
し

て
下
さ
い
。

特
に
十
万
、
つ
ん
し
ゅ
、
つ
み
か

ん
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
機
会

あ
る
こ
と
に
述
べ
て
き
ま
し
た

こ
と
を
お
守
り
下
さ
い
。

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝大会最終日に逆転10位を確保

MUS04
テキストボックス
第35回全国かんきつ研究会徳島県大会まであと214日
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入
居
者
募
集


町
営
住
宅 

坂
本
旭
団
地

H

H

町
役
場
住
民
福
祉
課

(
住
民

福
祉
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で

申
し
込
み
下
さ
い 
)

三
、
入
居
資
格

付
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者
。
及
び
町
内

で
同
居
す
る
こ
と
が
困
難
な

事
情
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に

町
外
に
住
居
を
移
転
し
て
い

る
者
で
、
町
内
に
同
居
す
る

親
族
が
あ

ι 

「北側立薗図」

過
疎
が
進
む
坂
本
地
区
に
、
若

人
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
町

営
住
宅
の
建
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
宅
は
「
若
人
に
も
魅
力
あ
る

住
ま
い
」
と
し
て
、
一

一戸
一
棟
を

立
地
し
、
地
域
の
活
性
化

・
定
着

化
を
図
り
た
い
と
念
願
し
て
い
ま

す
。こ

の
坂
本
旭
住
宅
の
完
成
に
伴

う
入
居
者
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
公

募
し
ま
す
。

園
、
選
考

勝
浦
町
営
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
規
定
に
よ
る

五
、
家
賃
及
び
敷
金

月
額 
:
二
万
六
千
円

敷
金
・
・
・
三
か
月
分

六
、
入
居
時
期

昭
和
六
十
二
年
五
月
一
日

七
、
戸
数

五
戸

八
、
規
模
等

制
度
の
特
徴

安
心
で
き
る
農
地
の
貸
し
借
り

制
度
(農
用
地
利
用
噌
進
法
)

を
ご
利
用
下
さ
い

農
地
を
貸
し
た
い
人
、
借
り
た

い
人
は
、
町
ま
た
は
、
農
業
委
員

会
の
窓
口
へ
申
し
出
る
だ
け
で
ご

O

借
り
た
農
地
は
、
期
間
内
は

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

(
予
定
)

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
産

業
課
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

木
造
平
家
建
床
面
積
五
九
・

。
町
や
農
業
委
員
会
な
ど
の
公

的
機
闘
が
関
与
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
貸
し
借
り
が
出
来
ま
す
。 

貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
く

れ
ば
必
ず
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

O

経営を鉱大、改嘗したい

.農協を借りて、線機瓜大しだ
し、.

・生産住の高い贋東経営巳i:Il.曹

しEい.

・大型慨概や!¥B肢をもっと凱率
よく使い疋い.

・且盤鑓闘をして作何けの旗団

{じをはかり疋い.

六
二
川 

3
D
K

h
v
v

ヲ 

」
〉
」

同

既

婚

者

で
あ
る
こ

少」

臼

収

入

が

定
め
ら
れ

た
枠
内
に

ふめヲ
 

h
v
こ
〉
」

同

家

賃

及

ぴ
敷
金
を

支
払
、 
7
能

力
を
有
す

フ
匂
予
」
井
」

国

入

居

者

に
は
、
連

帯
保
証
人

二
名
を
要

す
る
こ
と

レ

---~ 

「配置図」111 

‘繰越. 

『司園田F

一一一一一 一-..， r一一一一一一一

安心した

貸し{昔リが成立 

一
、
入
居
申
込
受
付
期
間

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
日
開

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
日
幽

の
聞
吋

ニ
、
入
居
申
込
先

l

安J山して農地の貸し借り

ができ、いろいろ忽特例、

特典ガありますよ/

農地の管理をどうしようか

.会平 lガ忙しいので農業に手ガ

まわら芯い.

・駆動や病気で農作寮ガでき 8

・l'!'もとつ疋し、後継ぎもい広 

-一度貸してしもうだら制作権

とか、経作nとか8置がややこ

しく怠るし怠あ -0

.先泡伝来の工 l也だから与ぁ -0



ら 昭和62年� 2月1日 (8) 

昭和62年度� 住民税申告相談日程表

第200号 ザコ つカミ

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に


住
民
税
の
申
告

在
に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

(納
税
相
談
)
に
つ

い
て
呼
び
出

し
を
受
け
た
か
た
は
、
指
定
さ
れ

た
期
日
、
時
刻
、
場
所
を
確
認
の

う
、
ぇ
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な

い
と
き
は
、
税
務
署
や
町
に
お
い

人
給
与
所
得
の
み
で
、
雇
主
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

O
あ
っ
た
人

音
色
事
業
主
(
青
色
決
算
書

て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が
、
こ
の

場
合
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま

た
不
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

進
学
資
金

O

2
月
刊
日
�
 3
月
刊
日

j

期
間� 

六
十
一
年
中
(
一
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
)
に
所
得

の
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の
か
�
 

昭
和
六
十
二
圭
度
住
民
税
(
県

町
民
税
)
の
申
告
受
付
け
と
納
税

相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
期
間
内
に
済
ま
せ
て
く

だ
き
い
。

〈
廟
止
回
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人〉。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
�
 

O
か
ら
な
か
っ
た
人

給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給

与
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

〈
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
�
 
v

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
現

を
提
出
さ
れ
た
人
)

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
の
払
込
証

明
書
、
火
災
保
険
料
の
払
込
証
明

書
、
年
金
の
受
給
額
証
明
書
(
源

泉
徴
収
票
)
、
医
療
費
領
収
書
、
そ

の
他
申
告
に
必
要
な
書
類

注

意

徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告

万
全
で
す
か


ご
利
用
く
だ
さ
い

か
国
の
進
学
口
�
 l
ン。

住
宅
金
融
公
庫
�
 

本
格
的
な
受
験
シ
ー
ズ
ン
も
あ

返
済
方
法

V

と
わ
ず
か
ノ
受
験
生
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
で
は
、
受
験
料
や
入
学
金

元
利
均
等
の
毎
月
払
い
�
 (ボ
ー

ナ
ス
月
に
増
額
返
済
も
で
き
ま
す
。)

月日(曜日) 該当地区 時間 場 所� 

2 .16(月) 坂 本 坂本集会所�  

17伏) ま反 本 ③坂本事業所�  

18ヤK) 棚 町' 午 11町役場�  2階� 

19休) ク、 国
円リ� 

9 " 
20幽 生 名 時� 

" か� 
23伺) 与� )11 内 句 @与川内事業所 

24(火) 横 持R 午

後� 
勝浦町農協

25休) 皇 王山ゴ� 4 勝 浦会館�  

3. 2伺) 中 山
時
ま� 

中山公会堂

3(刈 生F司三 んD.、 で 星谷集会所�  

4{7j() 中 角 農村婦人の家�  

6幽 メ7入 山 今山センター�  

9明) 山西 ・掛谷 生比奈良協�  

10(刈 沼江 ・石原 石原センター�  

11休) 全 町 町役場�  2階� 

12休)� " " 
13樹� " " 

融
資
額

申
し
込
み
窓
口

(泊徳島税務署から呼び出しを受けている該当者は，� 

18日 ・19日 ・20日に役場へおこしください。

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
�
 

V V
返
済
期
間

V

F
J
 

な
ど
の
や
り
く
り
に
、
頭
を
悩
ま

保
証
人

す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

V

一
人
以
上
(
例
進
学
資
金
融
資

保
証
基
金
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
保
証
人
の
代
わ
り
を
し
て

く
れ
る
機
関
で
す
)
�
 

そ
ん
な
と
き
役
に
立
つ
の
が
、

「国
の
進
学
ロ
�
 ン
」
で
す
。
こ

l

の
制
度
は
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
活

躍
す
る
か
家
計
の
味
方
。
と
い
え

申
し
込
み
期
間

V

ま
す
。

介
し
ま
し
ょ
、
�
 
7
0
 

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
日
か

そ
れ
で
は
、
制
度
の
内
容
を
紹

ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
ま

で。� 国
民
金
融
公
庫
徳
島
支
庖
の
ほ

一
人
当
た
り
五
十
万
円
以
内
�
 

か
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
申
し
込

V
貸
付
け
利
率

年
六
・
四
%

進
学
先
の
修
業
年
限
以
内
で
最

長
四
年
。

Bi5 
和

o

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



(9) 昭和62年� 2月� 1日� カミ ずコ つ ら 第200号

三
月
が
来
る
と
、
父
や
母
が
、

新

春

「
ま
た
税
金
の
申
告
が
や
っ
て
き

た
」
と
、
言
い
な
が
ら
余
り
浮
か

い
る
事
を
よ
く
思
い
出
し
ま
す
。

ん
顔
を
し
て
、
町
役
場
へ
行
っ
て

私
は
、
今
ま
で
税
金
と
は
い
っ

た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
か
あ
ま
り

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
税
金
の
作
文
を
書
く

配
達
第
一

に
あ
た
っ
て
、
何
も
知
ら
な
い
私

に
は
、
ど
ん
な
事
を
書
い
て
い
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
父
や
母
に
税
金
の
こ
と
に

つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。
国
民

は
税
金
を
納
め
る
義
務
が
あ
る
こ

と
や
、
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
分
達
の
暮
ら
し
が
良
く

な
り
町
や
村
が
ど
ん
ど
ん
発
展
し

て
い
く
こ
と
な
ど
、
ま
た
、
鳴
門

の
大
橋
や
、
小
さ
な
事
で
い
え
ば

私
た
ち
の
通
、 
7
学
校
の
修
理
ま
で
、

カ
ッ
ト
で
一
斉
に
出
発
、
バ
イ
ク

の
エ
ン
ジ
ン
音
も
き
わ
や
か
に
、

町
内
各
家
庭
あ
て
の
年
賀
状
を
配

l

あ
る
平
岡
事
務
官
に
よ
る
テ 

プ

の
出
発
に
際
し
、
町
長
と
年
男
で

新
局
舎
で
の
元
旦
出
発
式
を
、
桜

木
町
長
の
臨
席
の
中
行
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
の
配
達
第
一
便

税
金
で
ま
か
な
っ
て
い
る
事
が
良

く
わ
か
り
ま
し
た
。

昔
の
人
の
話
を
聞
く
と
、
道
路

は
ガ
タ
ガ
タ
で
、
た
ま
に
一
台
の

一
月
一
日
勝
浦
郵
便
局
で
は
、

町
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
出
発

税と私たち

の暮らし

勝浦中学校� 3年

中山和 子 県佳作

から
便

が
必
要
で
あ
る
か
を
知
り
ま
し
た
。

国
民
一
人
一
人
が
適
切
に
申
告

を
し
て
、

一
生
懸
命
税
金
を
納
め

る
事
に
よ
っ
て
町
や
村
が
美
し
く

な
り
お
年
寄
り
も
、
若
い
私
た
ち

も
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

け
る
な
ら
、
何
も
い
や
な
顔
を
し

て
税
金
を
納
め
る
こ
と
は
な
い
の

で
す
。
税
金
に
対
し
て
も
っ
と
理

解
を
深
め
れ
ば
、
税
金
に
対
す
る

い
や
な
気
持
ち
も
な
く
な
る
し
、

脱
税
と
い
う
問
題
も
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

税
金
の
仕
組
み
を
知
っ
て
、
父


や
母
ま
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
国


民
が
納
め
て
い
る
税
金
が

一
0
0
 

%
国
の
た
め
、
私
た
ち
の
た
め
に
使

暴
 

勝浦土地改良区からお知らせ 


昭和61年度 畑総農 道賦課金


(負担金)の徴収について 


1、賦課金通知書発送 昭和62年� 2月� 1日� 

2、納付期限 昭和62年� 3月5日まで� 

3、納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝

浦町農協 ・生比奈良協・阿波銀行勝浦支屈の勝

浦土地改良区預金口座に振り込んでください。� 

4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば，管促手数料

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
税

金
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
の
で

す
。
私
た
ち
も
大
人
に
な
る
と
、

納
税
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に
一

生
脈
笈
叩
働
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
心
に
言
い
聞
か
せ
る
今

わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
7
か
、
変
な
事

に
使
わ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
ろ
う

か
、
な
ど
心
配
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
国
民
一
人
一
人
が
納

め
る
税
金
を
一
円
で
も
上
手
に
使

中
学
生
の

山
税
に
関
滑
る
作
業
レ

自
動
車
か
通
る
と
、
ほ
こ
り
ま
み

れ
に
な
り
、
大
水
が
出
れ
ば
す
ぐ

に
流
れ
る
よ
う
な
橋
、
ま
た
、
父

や
母
の
通
っ
た
学
校
は
木
造
の
ガ

タ
ガ
タ
の
校
舎
と
か
で
、
い
か
に

も
貧
乏
な
町
で
あ
っ
た
と
か
。
そ

れ
が
、
こ
こ
数
年
の
問
に
、
何
が

来
て
も
び
く
と
も
し
な
い
建
物
や

道
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

発
展
ぶ
り
を
見
て
も
税
金
の
あ
り

が
た
さ
が
分
か
る
よ
、 
7
な
気
が
し

ま
す
。

税
金
と
は
、
何
か
惑
い
こ
と
を

し
て
税
務
署
に
お
金
を
と
ら
れ
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
税
金
の
仕
組
み
を
聞
い

て
い
か
に
、
国
民
の
納
め
る
税
金

達
し
ま
し
た
。

元
日
に
配
達
し
た
年
賀
状
は
、

約
十
一
万
六
千
通 

(対
前
年
約
五

千
通
増
)
で
し
た
。

と年14.6%の延滞金を徴収します。なお滞

納者を出した地区関係者全員に，連帯責任と

して滞納過怠金を徴収します。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学の税に関する作文
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一
の
よ
う
に
答
、
え
て
い
ま
す
。

o

こ
の
よ
う
に
、
小
学
生
の
こ
ろ

n
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n
u
n
u
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n
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昭和62年� 2月 1日

同
和
問
題

意
識
調
査か

ら

「同
和
地
区
」
の
あ
る
こ
と
や
、

「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
、
は
じ

め
て
知
っ
た
の
は
、
い
つ
ご
ろ
か

ら
で
す
か
と
い
う
聞
に
対
し
て
表

ま
で
に
五
九
%
の
人
が
同
和
地
区

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
「
あ
な
た
が
は
じ
め
て
知
ら

さ
れ
た
の
は
、
だ
れ
か
ら
で
す
か
」

の
間
い
に
は
表
二
の
と
お
り
、
家

族
と
近
所
の
人
か
ら
が
実
に
五
三

%
ち
か
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

新
し
い


人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が


委
嘱
さ
れ
ま
し
た


昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
五
日

に
細
川
寛
さ
ん
(
坂
本
)
が
新
し

く
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
く
だ 

に
同
和
問
題
は
半
数
以
上
の
人
が

少
年
期
に
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
で

知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
解
り
ま

す
。
そ
れ
も
誤
っ
た
偏
見
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
差
別
意
識
を
温
存

す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
今
後
正
し
い
理
解
を

深
め
、
偏
見
を
な
く
す
る
こ
と
が

更
に
必
要
で
す
。

き
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

二
人
目
の
子
ど
も


か
ら
支
給


児
童
手
当
法
が
昨
年
六
月
一
日

か
ら
改
正
さ
れ
、昭
和
六
士
二
年
度

の
制
度
完
成
に
向
け
て
、段
階
的
に

修
正
し
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
児
童
享
当

制
度
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

児
童
手
当
の

受
給
資
格
と
支
給
額

-
受
給
資
格
者

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後

(
生
度
当
初
で
満
四
歳
未
満
)
に
生
ま

れ
た
児
意
事
告
む
十
八
歳
未
満
の
児

童
亙
一
人
以
ト
妻
育
し
て
旨
こ
と
。

ま
た
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
二

日
以
後
(
年
度
当
初
で
満
九
歳
未

精
1
小
学
校
三
年
生
以
下
)
に
生
ま

れ
た
児
童
害
含
む
十
八
歳
未
満
の
児

(表� 1)

わ
か
ら
な
い

十
九
組
以
後

大
撒
ニ
ろ

十
六

主義一-ろ

安

生
の
こ
ろ

入
学
前

小
学
校
に

49.3 

i

¥」

職場の人から

講演会や資料から

新聞や雑誌などから

な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な

く
て
も
、
そ
の
子
を
監
護
し
、

一

定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
支
給
額

児
輩
芋
当
の
額
は
、

二
人
目
の

子
ど
も
に
つ
い
て
は
月
額
二
千
五

百
円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
五
千
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

段
階
的
実
施
の
方
法

。
六
十
一
年
度 

(昭
和
六
十
一
年


六
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年


三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
)
 

-
第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十

一


年
六
月
一
日
現
在
で
満
二
歳
未


満
(
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日


以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
)


-
第
三
子
以
降
分
は
義
務
教
育


終
了
前
の
児
童


-R
。
六
十
二
年
度 

(昭
和
六
十
二
年

四
月
一
臼
か
ら
昭
和
六
十
三
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
)

童 

』
三
人
以 

幸
変
育
し
て
い
る
こ
と
。

T
V

L
¥」 

-
第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十
二

年
四
月
一
日
現
在
で
満
四
歳
未

満
(
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
)

-
第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六

十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
満
九

歳
未
満
(
昭
和
五
十
三
年
四
月

一一
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童

小
学
校
三
年
生
以
下
)

。
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

は
、
第
二
子
及
び
第
三
子
以
降

と
も
に
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童
か
対
象
に
な
り
ま
す
。 

請
求
方
法

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
新
し
く

対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
二
月
上

旬
に
認
定
請
求
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印

の
う
え
、
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
収
入
が
ニ
疋
の
額
(
所

得
制
限
)
以
上
の
か
た
は
、
児
童

手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
と
は
・
・
・

{
杢
挺
生
活
の
安
定
と
次
代
を


担
う
児
童
の
健
全
育
成
及
ぴ
資


質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的


と
し
て
、
第
二
子
か
ら
支
給
さ


れ
て
い
ま
す
。


特
例
給
付
と
は
・
・
・

特
例
給
付
は
、
所
得
制
限
に


よ
り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な


く
な

っ
た
被
用
者
と
公
務
員
の


う
ち
、

二
疋
要
件
に
該
当
す
る


か
た
に
事
業
主
の
負
担
に
よ
り


支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。


-R

T

3.8 
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シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
を

募

集

中

青
年
会
で
は
、
青
年
会
の

C
I

し
ヰ
号
。

)](
 

天体l之親しむ会


第 200号

今回徳島天文研究会のご協力を得ぎして，勝浦町では初めて大々的

な星を見る会を行います。

内容としては，福祉センター 3階ホールにおいて，写真の展示とスラ

イドのあと天体望遠鏡を屋上に 5-6台設置し，徳畠天文研究会の橋本

先生の指導により天体を観測する予定です。

空気の澄んだ今ガ星夜の一番きれいな時， この機会をのガさずできる

を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た

方
に
は
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す

め
で
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
願
い

l

た
め
、
青
年
を
表
現
す
る
マ
�
 ク

め
、
青
年
会
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く

る
も
の
。

o

E
2
2

(の 

弓
0
3
5
 

可
)
を
進

ぜけ多くの人ガ参加してい定だけますようご案内申し上げます。

日時 昭和62年2月プ臼〈土〉 午後 θ:00-8: 00 
場所 勝浦町住民福祉セジタ- 3階，屋上

指導者 徳島天文研究会会長 、.橋本就安先生

// 副会長 東丈夫'先生用

紙

官
製
薬
害

応
募
先

勝
浦
町
大
字
久
国
勝
浦

町
教
育
委
員
会
内
勝
浦

町
青
年
会
行

締
め
切
り

昭
和
六
十
二
年
三
月
末
日

ア

マ
/1 前野}拓先生

入 場 無料
青
年
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

雨天の場合でも写真の展示，スライドの映写を思します。

なあ，子供さんの参加に対してはあ家の万の同伴をお願いします。

お問い合わせは 実行委員会代表岡政彦(中角)fi2-3164 

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

建
設
計
画
の

現
地
調
査
予
定

町
民
の
健
康
増
進
と
い
こ
い
の

広
場
と
し
て
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

実
現
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
の
ご

指
導
を
得
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
が
そ
の
キ
ャ
ン
プ
場

・
い

こ
い
の
広
場
、
ま
た
運
動
場
や
駐

車
場
を
備
、
え
た
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
、
星
谷
橋
下
流
左
岸
の
河
川
敷

に
建
設
す
る
た
め
の
調
査
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
河
川
敷
に
は
、
県
管
理
の

河
川
敷
と
民
有
地
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
関
係
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
調
査
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
、
つ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
予
定
地
は
次
の
略

図
の
と
お
り
で
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
天体に親しむ会勝浦町の天文台がやって来る

MUS04
テキストボックス
青年会通信シンボルマークを募集中
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中
山

倉

橋

加

辻

一一
月
二
十
日
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庁守脊J 

警114
 
Edij 

E:


u

l

題
「
梅
」

出
一
詠
締
切
日

短
歌
学
級

三
月
十
四
日
(
土

社
会
総
合
大
学

立
ち
上
が
る
時
間
を
く
れ
た
コ
マ

ー
シ
ャ
ル

晩
酌
が
、
�
 7ま
い
手
酌
で
も
、
7
ま
い

〈

川

柳

〉

巡
り
合
う
孤
児
の
併
に
貰
い
泣
き

世
の
流
れ
テ
レ
ヒ

一
役
買

っ
て
出

る

坂

本

谷

富
士

切
れ
か
け
た
緋
テ
レ
ビ
が
呼
び
戻

す番
組
は
孫
に
ゆ
だ
ね
て
若
く
生
き

横

瀬

谷

酔

参

友
交
は
固
い
紳
の
七
十
路

テ
レ
ビ
見
る
時
間
忘
れ
の
健
忘
症

横

瀬

錦

内

常

一

走
ろ
う
の
決
意
三
日
も
続
か
な
い

殊
勲
甲
二
死
満
塁
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

横

瀬

今

川
の
ぼ
る

高
い
び
き
ス
イ
ッ
チ
消
せ
ば
見
る

と
い
う

ト
ロ
フ
ィ
が
無
言
で
語
る
足
じ
ま

ん

横

瀬

後

藤

列

東

振
り
返
る
余
裕
を
持

っ
て
切
る
テ
�
 

フ

紳
だ
ろ
孤
児
抱
き
寄
せ
て
も
の
言


、え
ず

横

瀬

比

留

間

一


な
に
げ
な
く
つ
け
た
テ
レ
ビ
に
友


の
顔


マ
ン
シ
ョ
ン
の
壁
が
拒
ん
で
い
る


紳

横

瀬

中

田

万

里


メ
ロ
ド
ラ
マ
見
た
分
だ
け
は
と
夜

な
べ
す
る

母
と
子
の
終
に
引
か
れ
判
押
せ
ず

横

瀬

桜

木

千

代

一保
線
が
弱
い
テ
レ
ビ
へ
向
い
た
ま

会
品目

で
も
の
が
き
弓
え
て
深
ま
り
ゆ
く

林

立

川

竹
田
あ
ゆ
み

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取
ら
れ
漫
画
に
お

付
き
合
い

走
り
書

く

立

き
残
し
て
用
を
足
し
に
行

川

前

回

千

恵

テ
レ
ビ
見
て
日
本
一
草
子
に
汗
握
る

ボ
ー
ナ
ス
は
右
か
ら
左
へ
走
り
去

る

立

川

城

梅

子

一
世
二
世
誓
う
紳
の
夫
婦
愛

小
走
り
て
喜
ぶ
程
じ
子
は
育
ち

y

棚
野

谷

新

太

郎


被
害
者
へ
根
掘
り
葉
掘
り
の
テ
レ


ビ
記
者


長
生
き
の
コ
ツ
を
お
医
者
に
尋
ね


ら

れ

生

名

丸

山

香
月


ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ば
さ
ん
ま
に
笑


わ
さ
れ


チ
ャ

ン
ネ
ル
を
孫
に
ゆ
ず
っ
て
我


慢

す

る

生

名

倉

橋

テ

ル


愛
告
げ
て
み
た
が
花
火
の
音
に
消


、え



チ
ャ
ン
ネ
ル
を
争
う
こ
と
も
な
い


暮

ら

し

沼

江

黒

井

瞳


老

一
人
テ
レ
ビ
を
友
と
し
て
遊
ぶ


一
言
の
過
ぎ
た
言
葉
に
悔
残
す

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

眠
っ
て
る
議
員
ア
�
 プ
で
写
さ
れ

ヲ

日
本
語
が
通
じ
ぬ
嫁
を
連
れ
て
来

る

沼

江

大

岡

小
枝

尚
子
習
日
の
お
知
ら
せ

H

吹
き
抜
け
る
新
税
制
の
衝
撃
産

風
日
誘
う
親
へ
エ
�
 
y
チ
と
言
う
娘

一一
月
五
日
(木
)

横

瀬

稼

勢

都

景

二
月
二
十
六
日
(木
)

若
や
い
で
マ
イ
ク
放
さ
ぬ
旅
の
泊

午
後
七
時
1
午
後
九
時

Q

習
字
学
級

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

地
百
伊
豆

墨
絵
学
級

二
月
七
日
(
土
)

で
、
俳
句
の
部
を
一
固
と
ば
し
て
淘
取
を
二
回

二
月
十
七
日
(
火
)

ら
合
っ
て
来
る
と
患
い
手
守
�
 

午
後
七
時
三
十
分
�
 午

千
-

後
九
時
三
十
分

ふ
い
'

E

u-
n
rj

問 所間�  

i

星
火
口
谷
崎
つ
や
こ

コ
皮
句
蹄
切
を
二
十
七
日
と
し
ま
し
疋
所
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

2月定例心配ごと相談� 

日時 2月� 6日(鉛

院
後
の
用
に
分
か
れ
て
役
句
ガ
繍
い
き
ぜ
ん
の

続
け
�
 

d

短
取
騎
切
日
会
ラ
月
二
十
七
日
必
着
の
ζ
と

送
り
先
務
浦
町
三
演
稼
努
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
守
。

次
回
協
短
殴
モ
の
次
は
川
舗
と
交
代
に
の
世
ま

す
�
 ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い
。

e

書
室

文
化
協
会
か
ら
の

(四
月
一
日
現

|

|

|

J

 

お
知
ら
せ

第
三
回
川
柳
教
室
を
聞
き
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
一

日

出

午

後

一
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所

住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
二
階

和
室

講
師

福
田
白
影
先
生

句
題

付
占
い
、
口
笛
、
白
茶
碗

各
題
二
句
と
雑
詠

一
句
を
二
月

十
日
�
 (必
着
)
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

中
国
ヤ
ス
エ

(
横
瀬

・
�
 
2
二
|
四

五
八
一
二
)
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
会
費
は
三
百
円

で
す
。

初
心
者
も
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

町
職
員
採
用

試
験
に
つ
い
て

除

4

f

在
)

コ
キ
孔
阜
央
斗
，
ヨ
�
 
筆
記
試
験
及
び

、
�
 

面
接

葉
町。� 

ル
�
 

役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

r

z
z
R
Z

E
E

0
申
し
込
み
用
紙

次
の
と
お
り
、
職
員
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

町
役
場
総
務
課

へ
履
歴
書
(
市
販
�
 
)

を
添
え
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

い
。

職

種

�

 

』

CO
採
用
予
定
人
員

。O
申
し
込
み
期
限

受

験

資

格

労
務
職
員

一
人

一
一
月
十
六
日

満
十
八
歳
以
上

三
十
五
歳
未
満

H寺 場時

午前1oa寺~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所� 住民福祉センター� 2階

(平日 でも受付 しており ますので)

お気軽にお問い合わせください� 

「

L 
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J J J

二一
女

J

昭和62年� 2月 1日� iJ Jコ つ ら 第200号

J

大

字

槻

野

成

松

毅 

長
男

大
字
久
国
森
岡
峰
生 

長
女

笠
原

弥

生

」

は

る

か

大
字
久
国
市
原
義
昭 

長
女

字

原

美

由

紀

」

理

絵

大
字
中
角
岡
本
孝
史 

長
男

い

口

弘

子

」

達

也

大
字
沼
江
新
居

字
山
路

大字
三
渓

羽

田

司

字

樫

糊

な

は

こ

」

浩

一

郎

大
字
三
泌
美
馬
正
三
郎 

子
樫

湖

富

美

」

宏

美
J

大
字
久
国
福
本
恭

一 

長
女

字屋
原

紀

美

江

」

亜

由

美

字

問

階

異

由

美

」

聡

志

お
誕
生
お
め
で
と
う

刊
は
月
刊
日 
j
f
月
刊
日

戸
籍
の
窓

(叡潤l略)

福
夫
/
長
男

千
恵
」
亮

J

長
男

介

大
字
中
角
字
東
山

松

浦

春

雄 
(
百
歳
)

大
字
沼
江
字
折
宇
瀧
花
喜
太
郎
(
部
歳
)

大
字
泊
江
宇
山
路
吉
平
ハ
ル
ノ
(
乃
歳
)

大字
三
重
干
上
小
川
高
橋
智
(
侃
歳 
)

大字
三
渓
宇
樫
湖
桑
原
保
(
侃
歳
)

大
字
板
本
字
板
本
歯
桑
尾
留
五
郎
(
叩
歳 
)

大字
三
泌
字
西
谷
榊
原
淳
士
口
(
出
歳
)

大
字
棚
野
字
竹
固
山
野
一
平
(
出
歳
)

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

公
会
堂
)

ロ
日
同
踊
り
教
室

四
日
制
手
芸
教
室

日
日
同
踊
り
整
室

初
日
幽
生
花
教
室

叫
日
附
着
付
教
室

お
日
附
習
字
教
室

部
日
附
踊
り
塾
室

各
講
座
と
も
午
後
七
時
三
十
分

11 10 
日目
。付(刈

勝
浦
会
館
二
月
行
事

95 4  

明)休)附
日日日

手
芸
塾
室

生
花
教
室

着
付
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会
定
例
会

習
字
教
室

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

お 場� B 交犬の被害が増えています
気軽 所 時ー飼い犬は必ずつないでください

た
十
年
後
を
見
き
わ
め
た
町
づ
く

り
を
す
る
た
め
、
皆
き
ん
の
意
見

を
待
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
町
は
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

「
私
の
ま
ち
を
、
}
う
し
た
い
」
「
私

か
町
長
な
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

す
る
ぞ
」
な
ど
意
見

・
希
望
を
お

寄
せ
く
だ
き
い
。
み
主
さ
ん
の
建

53肝場� ; H5
匿

名 

(中
山
)

高
僑
修
史
さ
ん
(
与
川
内
)

土
口
平
雅
信
さ
ん
(
今
山
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

あ
リ
か
と
う

“こ
ざ
い
ま
し
た

日
比
月
間
巴 

月
日
日

A
1

不用犬買い上げ、日� 

2月4日同� 

2月18日凶 ふめ

成犬� 300円
小犬� 100円

夜間毅急当番表� 

j 
談 圭士 巡
く 一 回
だ 二 九年 相
き 階第 時 二
ぃ 一 午1 圭一将、月一

設
的
な
提
言
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
近
な
話
題

・
行
事
・

あ
な
た
の
意
見
を

町
政
に
生
か
し
ま
す

町
で
は
、

二
十

一
世
紀
へ
向
け

2月①日 山西医院�  

〔電話番号〕� 

勝浦病院

2-2555 

山西医院

2 -3 0 2 7 

湯浅医院

2 -2 003 

赤岩医院�  

2-2006 

上勝彦療所�  

6 -0 3 0 2 

3日 勝浦病院

5日 湯浅医院

ア日 勝浦病院 �  

9日 赤岩医院

⑪日 勝浦病院 �  

13日 上勝診療所

⑮目 勝浦病院 �  

17日 山西医 院 �  

19日 勝浦病 院

21日 湯浅医院�  

23日 勝浦病 院

25日 赤岩医院�  

27日 勝浦病院

町
政
へ
の
ご
意
見
等
も
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
総
務
課

・
広
報
広
聴
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

並
豆
思

平日 午後6時~翌朝午前� 9時
休日 午後 7時~翌朝午前� 9時

MUS04
テキストボックス
編集部から
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C

炉

』

お

と
ニ
ろ

内
容
及

び
時
間

該
当
児

昭和62年� 2月� 1日

と
こ
ろ

該
当
児

診
査
内
容

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
年
六
月

一
日
�
 

1
八
月
三
十

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

を
行
い
ま
す
の
で
、

利
用
く
だ
さ
い
。

内

容

ヘ
�
 
血
圧
測
定

一O O

歯
科
診
査

内
科
一
般
診
査

O O O
保
健
及
び
栄
養
指
導

※

母

子
手
帳
、
問
診
察
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種
診

と

き

一一
月
二
十
五
日
(
水
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 
1
三

昨
吋

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

二
歳
�
 
1
四
歳
未
満
の
子

接
種
方
法

第

一
期
�
 
:
・
一
か
月
ご

と
に
三
因
。

第
二
期
・
:
第

一
期
終

了
後
十
二
か
月
1
十

八
か
月
後
に

一
回
接

種
。

料

金

無
料
�
 

※	

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
予
防
に
は
、
定
期
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
早
期
発
見
早
期

治
療
と
、
規
則
正
し
い
日
常
生
活

が
大
切
で
す
。
次
の
日
犯
で
相
談

¥
ー

※ 料

月日 場 所 時 問

附2予イ
坂本集会所

メ寸〉、 け� μJ:L、、4z3、主，山主. 

午前101時-11時30分

午後� l時30分一� 3時

%附 久国公会堂 午後� 1時30分-3時

%附 棚野集会所 午後� l時30分-31時

予i'，附 長谷集会所 午後� 11時30分 -3時

乳
児
健
康
診
査
及
び

離
乳
食
講
習
会

二
月
十
コ
百
(
金
)

勝
浦
病
院
小
児
科

O
離
乳
食
講
習
会

O

i

一
時
三
十
分
�
 
1
二
時
�
 

乳
児
健
康
診
査

二
時
�
 二
時
三
十
分

昭
和
六
十

一
年
十
月

一

日
1
十
二
月
三
十

一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
�
 

当
た

っ
た
り
、
急
い
で
歩
い
た
り

し
ま
す
と
、

心
臓
を
養
っ
て
い
る

冠
状
動
脈
が
収
縮
し
て
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
寒
あ
も
と
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
階
段
を

か
け
登
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
さ
け
る
よ
、
つ
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
寒
い
日
の
運
動
も

注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

気
分
の
悪
い
時
に
は
中
止
す
る
こ

と
で
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
散
歩

・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
寒
い
日
で
向

か
い
風
に
な
る
よ
う
な
と
き
は
、

特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

成人病予防週間� 

( 2月1日-.7日)

巡回健康相談日程

@
持
参
す
る
も
の
・・

/
O
健
康
に
関
す
る
相
談

金

無

料

健
康
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

婦
人
が
ん
(
圭
呂
・
藤
・
甲

状
懸
検
診
の
宰
誠
に
つ
い
て

が
ん
は
高
い
死
亡
率
を
示
す
病

気
の
一
つ
で
、
初
期
の
場
合
、
痛

み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
が
現
わ

れ
る
の
は
、
が
ん
細
胞
が
あ
る
程

度
成
長
し
て
か
ら
な
の
で
す
。
次

の
日
終
で
検
診
を
行
い
ま
す
の
で

三
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
必
ず
年

一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

と
�
 8

二
月
二
十
二
日
�
 
(
日
)

午
後
十
二
時
三
十
分
�
 
1

二
時

ト
」
-
』
広
リ

住
毘
也
知
祉
セ
ン
タ
ー

尿
検
査
�
 

料

金	 

子
宮
が
ん
四
百
円

乳
腺

・
甲
状
腺

二
百

五
十
円

ヘ
満
七
十
歳
以
上
の
方
と
市
町
�
 

一村
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
一

戸
保
護
家
庭
の
方
は
無
料
で
す
可

血
圧
の
高
い
人
の
注
意

寒
い
と
き
に
は
血
管
が
収
縮
し


て
血
圧
が
上
り
ま
す
。
し
た
が
っ


て
急
激
な
温
度
の
変
化
の
中
に
身


体
を
さ
ら
き
な
い
こ
と
。
と
く
に


寒
い
と
き
に
外
出
す
る
場
合
は
、


暖
か
い
服
装
を
し
て
出
か
け
る
よ


う
に
し
ま
し
ょ
う
。
手
袋
や
帽
子


な
ど
を
忘
れ
ず
に
。
た
だ
厚
着
を


す
る
の
で
は
な
く
、
軽
く
て
暖
か


い
服
装
が
必
要
で
す
。
あ
ま
り
厚


着
を
し
す
ぎ
ま
す
と
心
臓
に
負
担


-R
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
炎
、

い
朝
な
ど
、
急
に
冷
た
い
外
気
に

J

お
気
軽
に
ご

・
母
子
手
帳
。

一
歳
六
か
月
健
康
診
査

こ
の
時
期
は
、
心
身
共
に
発
達

が
著
し
く
、
自
立
心
も
め
ば
え
る

た
め
、
異
常
の
早
期
発
見
早
期
治

療
や
、
し
つ
け
、
栄
養
な
ど
の
正

し
い
指
導
が
大
切
な
時
で
す
。

該
当
者
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。

と

き

二
月
二
十
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
シリーズ今月の健康




